
［成果情報名］ カワヅザクラ切り枝の安価な開花促進液の開発 

［要 約］ カワヅザクラ切り枝の促成時の開花促進液として、1％上白糖と 0.01M ク

エン酸ナトリウム(pH3.5)に、食用乳化剤を添加した挿し水を用いると、

開花の遅れや花径の小型化が抑制され、市販の開花促進液と同程度に開花

する。1 枝あたりの資材費は 3.27 円で、市販資材の約 10 分の 1 である。 
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［背景・ねらい］ 

カワヅザクラ切り枝を促成して開花させる場合、花径の小型化などを抑えるため糖を

含む開花促進液が必要であるが、市販の開花促進液は 1 枝あたり 30 円であるため、汎用

資材を用いた安価な開花促進液が求められている。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 食用の汎用資材（上白糖、クエン酸ナトリウム、乳化剤）を使い、カワヅザクラ切り

枝の開花促進液を作成した。 

２ 1％上白糖と 0.01 クエン酸ナトリウムに 100ppm 食用乳化剤を加えた開花促進液で切

り枝を開花させると、切り枝基部のぬめり（表１）や白濁（表１、図１）が発生して

も、開花の遅れ（図２）や花径の小型化(図３）は抑制され、市販の開花促進液と同

程度となる。 

３ 作成した開花促進液の 1 枝あたりの資材費は、上白糖とクエン酸がそれぞれ 1.5 円、

乳化剤が 0.27 円で、合計 3.27 円である（図表略）。 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 乳化剤は親水性の高いカプリル酸エステル(CE19D）を使用した。 

２ クエン酸はｐH3.5 のクエン酸ナトリウムとして使用した。 
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［具体的データ］ 
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表１　異なる組成の開花促進液がカワヅザクラ切り枝の開花に及ぼす影響

白濁
程度

pH EC(S/cm)

市販開花促進液 35 a ± 2 ± －(-) 3.5 (3.4) 1.14 (0.90)

乳化剤+1%上白糖+0.01Mクエン酸 34 a ± 2 ＋ ＋(±) 3.2 (3.4) 0.91 (0.64)

1%上白糖+0.01Mクエン酸 30  b ± 1 ＋ ±(-) 3.3 (3.4) 0.81 (0.65)

無添加（水道水） 26  c ± 1 ＋ －(-) 5.0 (6.9) 0.15 (0.15)

1) 市販開花促進液；50倍ハイフローラBRG、乳化剤；100ppmカプリル酸エステル(CE-19D)

2) 平均値±標準偏差(各10花）同一符号間にtukey多重検定により有意差なし(5%) ；1/5調査

3) -無,±微,+有；12/29調査

4) -無,±微,+有；1/9調査、()内は作成時の性状

開花促進液の性状 4)
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図１ 開花促進液の白濁程度 

（左；開花時、右；作成時） 

図２異なる組成で開花させたカワヅザクラ切り枝

の開花程度（各区 40-60 花調査） 

図３ 異なる組成の開花促進液で開花させたカワズザクラ 

(左から、市販開花促進液、乳化剤＋上白糖＋クエン酸、上白糖＋クエン酸、水道水） 
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